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ントパルビタール麻酔下の成犬40匹 (7.5 -14.5kg) を供した。実験はまず呼吸化学調節因子である PaC0 2 ，
Pa0 2 を変動せしめた場合に口蓋帆が如何なる活動を呈するのかについて検討した。動物を背位に固定
し，下部気管切開後，張筋および挙筋を無傷で露出し記録電極を両者に刺入した。記録電極は lsonel
被覆直径50μm の白金イリジウム合金線の先端 1 mmを絶縁剥離し極間距離 2 mmの双極電極とした。 PaC0 2
値， Pa0 2 値を測定する為の動脈血は大腿動脈より随時採取したo PaC0 2 , Pa0 2 値を変動させる目的
で再呼吸法による負荷呼吸を行わしめた。すなわち，気管カニューレと麻酔器を接続して閉鎖国路を作
り，バッグ内の 0 ， 10, 21, 25, 30, 40, 50% O2 (in N 2) を繰り返し呼吸せしめた。その結果，安静
呼吸時では張筋および挙筋に筋放電は観察されなかったが，負荷呼吸条件下では張筋および挙筋に筋放
電が観察された。観察された両者の筋放電ならびに筋放電発現時の PaC0 2 値， Pa0 2 値の関係を検討
すると，張筋では呼吸の吸息相に phasic な筋放電が PaC0 2 値上昇および Pa0 2 値低下に対応して観察







活動することが明らかとなった。次に， sodium cyanide (NaCN) を用いて末梢化学受容器である頚動











呼吸時において10-60mmH 2 0 の陰圧を負荷すると，張筋に呼吸の吸息相に筋放電が観察された。また，
負荷呼吸条件下において張筋の自発筋放電が惹起された状態で陰圧負荷を行うと，張筋に筋放電の振幅
の増大と放電密度の増加が観察された。しかし，上記の反応は両側上喉頭神経内枝の切断により消失し
た。このことより，張筋は上喉頭神経内枝を介して upper airway patency の保全に関与することが示
唆された。
本実験結果より口蓋帆張筋および口蓋帆挙筋は補助呼吸筋としての機能を有し，口蓋帆張筋は upper
airway patency の保全に関与する補助吸息筋であり，一方，口蓋帆挙筋は呼吸経路の変換に関与する
補助呼息筋であることが明らかとなった。
論文の審査結果の要旨
本研究は呼吸運動における口蓋帆の役割について筋電図学的に研究したものであるo すなわち，口蓋
帆の主たる構成筋である口蓋帆挙筋および口蓋帆張筋の筋活動を指標とし，両者の筋活動を呼吸化学調
節ならびに呼吸経路との関係について検討した結果，口蓋帆挙筋と口蓋帆張筋は呼吸経路に関与する補
助呼吸筋であり，さらに両者は桔抗した呼吸相で活動することが初めて明らかとなった。この結果は，
複雑な口蓋帆運動の生理的な仕組みを解明する端緒になるとともに，臨床的に口蓋帆の機能不全にかか
わる疾患の治療に有用な指針を与えるものと恩われるO
よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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